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松
阪
安
衛
月
報 

イセゴム工業株式会社 大台工場 

 

安全衛生スローガン 

「全員参加による作ろう災害発生“０”の職

場」 

 

毎月２回の各工程での持回りで管理監督者

による点検の実施と、前回の点検での指導事

項に対し改善結果の現地による報告会実施 

▶ステップアップ１００（令和２年１２月２日～令和３年３月１１日までの１００日間無災害）に

参加し、無災害を達成した事業場のスローガンと取組内容。複数号にわたり五十音順で掲載予定。 

４月号 
松阪労働基準監督署 

tel 0598-51-0015 

死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー 

２
４
０
松
阪
＆
多
気 

主
要
月
別
テ
ー
マ 

令
和
２
年
労
働
災
害
発
生
状
況
に 

お
け
る
災
害
傾
向
と
防
止
対
策 

 

令
和
２
年
の
労
働
災
害
発
生
件
数
は
、

死
亡
災
害
は
４
人
（
前
年
比
３
人
増
）、
休

業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
２
７
４
人

（
前
年
比
１
４
人
増
）
で
あ
り
、
目
標
と

し
て
い
た
ア
ン
ダ
ー
２
４
０
（
「
死
亡
災

害
ゼ
ロ
」
と
休
業
４
日
以
上
の
「
死
傷
災

害
２
４
０
人
未
満
」
）
は
達
成
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。 

業
種
別
で
は
、
建
設
業
で
は
２
６
人
と

前
年
同
期
と
比
較
し
１
６
人
（
３
８.

１
％
）
減
少
し
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
製

造
業
で
は
６
８
人
と
前
年
同
期
と
比
較

し
３
人
（
４.

６
％
）、
第
一
次
産
業
で
は

１
２
人
と
前
年
同
期
と
比
較
し
５
人
（
７

１.

４
％
）、
第
三
次
産
業
で
は
１
２
５
人

と
前
年
同
期
と
比
較
し
２
１
人
（
２
０.

２
％
）
増
加
し
ま
し
た
。 

ま
た
、「
事
故
の
型
」
別
で
は
、「
転
倒
」

が
６
２
人
（
２
２.

６
％
）
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
墜
落
・
転
落
」
が
４
４
人
（
１

６.

１
％
）
と
続
い
て
い
ま
す
。
４
Ｓ
活
動

等
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

労
働
災
害
防
止
の
情
報
を
発
信 

 

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
、
松
阪

労
働
基
準
監
督
署
の
新
体
制
が
始

ま
り
、
署
長
に
は
、
藤
田
香
が
着
任

し
ま
し
た
。 

「
４
月
か
ら
着
任
し
ま
し
た
署
長

の
藤
田
で
す
。
新
年
度
は
、
署
長
以

下
３
分
の
２
の
職
員
が
異
動
し
て

い
ま
す
が
、
引
続
き
適
正
な
職
務
遂

行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
松
阪
署
管
内
に
お
け
る

令
和
２
年
の
休
業
４
日
以
上
の

労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
数
は

２
７
４
名
で
し
た
。
こ
の
数
字

は
、
１
年
３
６
５
日
、
週
休
２
日

と
す
る
と
、
年
間
の
労
働
日
数
は

約
２
５
０
日
で
す
の
で
、
松
阪

市
・
多
気
郡
の
事
業
場
だ
け
で
、

毎
日
誰
か
が
休
業
４
日
以
上
の

労
働
災
害
に
遭
わ
れ
て
い
る
と

い
う
数
字
で
す
。
皆
さ
ん
は
こ
の

発
生
状
況
を
多
い
と
思
う
か
ど

う
感
じ
ら
れ
ま
す
か
？ 

 

今
後
、
事
業
場
に
お
け
る
安
全

衛
生
活
動
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ

う
な
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」 

令
和
３
年
度
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
か
ら

毎
月
１
回
、
主
に
労
働
災
害
防
止
を
テ
ー
マ
に
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

４月 

新
署
長
の
藤
田
香
と
、
三
重
労
働
局
の
労

災
防
止
ス
ロ
ー
ガ
ン 

宇野重工株式会社 

 

安全衛生スローガン 

「思い込み『つもり』積もれば事故の元」 

 

①工事単位でのリスクアセスメント 

②毎日のＲＫＹ活動 

③店社パトでの「安全点検表」及び「安全点

検表（新型コロナウイルス対策）」確認 
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１月

翌年

２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和３年 令和２年 アンダー240目安線

アンダー２４０

死傷災害は、前年同期より７人減少 
 

三
重
労
働
局
で
は
、
災
害
動
向
及
び

課
題
を
踏
ま
え
、
本
年
は
、
人
生
１
０

０
年
時
代
の
労
働
災
害
防
止
対
策
と

し
て
、
死
亡
災
害
の
撲
滅
及
び
死
傷
者

数
２,
０
０
０
人
未
満
を
目
指
し
、「
死

亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー
２,

０
０
０

み
え
推
進
運
動
」
の
名
称
の
も
と
、
安

全
衛
生
推
進
運
動
を
県
内
に
広
く
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
当
署
に

お
い
て
も
、「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン

ダ
ー
２
４
０
松
阪
＆
多
気
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
死
亡
災
害
ゼ
ロ
と
休
業
４
日

以
上
の
死
傷
災
害
２
４
０
人
未
満
を

目
指
し
、
安
全
衛
生
対
策
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

令
和
３
年
３
月
末
現
在
に
お
い
て
、

令
和
３
年
の
死
亡
災
害
は
ゼ
ロ
人
で
、

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
３
８

人
と
、
前
年
同
期
よ
り
７
人
減
少
し
て

い
ま
す
。 

 

「
事
故
の
型
」
別
で
は
「
は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ
」
が
８
人
（
２
１.

１
％
）

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
墜
落
・
転
落
」

と
「
転
倒
」
が
共
に
６
人
（
１
５.

８
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
も
死
傷
災
害
が
多
か
っ
た
事

故
の
型
の
た
め
、
重
点
的
な
対
策
が
必

要
で
す
。 

 

「
取
組
の
５
つ
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
確
認
し
、
対
応
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
大
規
模
な
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
事

業
者
、
労
働
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、

職
場
内
外
で
の
感
染
防
止
行

動
の
徹
底
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
持
っ
て
、
職
場
や
職

務
の
実
態
に
即
し
た
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
多
気
町
の
ア

ク
ア
イ
グ
ニ
ス
建
設
現
場
で

は
、
会
議
室
に
仕
切
り
板
を

取
り
付
け
、
感
染
防
止
を
図

っ
て
い
ま
し
た
。 

 仕切り板が設置された会議室 

□ 　テレワーク・時差出勤等を推進しています。

□
　体調がすぐれない人が気兼ねなく休めるルールを定め、実行でき
る雰囲気を作っています。

□
　職員間の距離確保、定期的な換気、仕切り、マスク徹底など、密
にならない工夫を行っています。

□
　休憩所、更衣室などの“場の切り替わり”や、飲食の場など「感
染リスクが高まる 『 ５つの場面 』 」での対策・呼びかけを行っ
ています。

□
　手洗いや手指消毒、咳エチケット、複数人が触る箇所の消毒な
ど、感染防止のための基本的な対策を行っています。

令和３年 
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松
阪
安
衛
月
報 

株式会社サイネックス 制作本部 

安全衛生スローガン 

「安全最優先で作業をおこない労働災害ゼロを達成

する」 

・安全作業マニュアル（リスクアセスメント） 30

種すべての見直し 

・安全管理者によるリスクアセスメント調査の強化 

・安全衛生委員会にて同業界における事故事例の紹

介と社内への注意喚起 

・交通事故防止への取組として啓発ポスターの作成

および掲示 

 

▶ステップアップ１００（令和２年１２月２日～令和３年３月１１日までの１００日間無災害）に

参加し、無災害を達成した事業場のスローガンと取組内容。複数号にわたり五十音順で掲載予定。 

５月号 
松阪労働基準監督署 

tel 0598-51-0015 

死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー 

２
４
０
松
阪
＆
多
気 

主
要
月
別
テ
ー
マ 

 
 

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」 

交
通
労
働
災
害
の
防
止 

 

松
阪
・
多
気
地
区
で
は
、
平
成
２
８
年

以
降
、
労
災
死
亡
事
故
の
７
０
％
が
「
交

通
事
故
（
道
路
）」
で
す
。「
交
通
労
働
災

害
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基

づ
い
て
対
策
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
交
通
労
働
災
害
の
発
生
率
は
年

齢
が
あ
が
る
に
つ
れ
て
上
昇
す
る
傾
向

が
あ
る
た
め
、
高
齢
者
が
運
転
業
務
に
従

事
す
る
場
合
、
労
働
者
の 

健
康
や
体
力
の
状
況
を
考 

慮
し
た
対
策
も
必
要
で
す
。 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
こ
ち
ら
➡ 

新
入
者
安
全
衛
生
教
育
を
実
施 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
（
以
下

「
松
阪
署
」
）
の
管
内
事
業
場
を
対

象
に
、
松
阪
労
働
基
準
協
会
に
よ

り
、
４
月
９
日
、
１
３
日
、
１
５
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
「
令
和
３
年 

新
入
者
安
全
衛
生
教
育
」
が
開
催
さ

れ
、
計
１
２
５
名
の
新
入
者
が
参
加

し
ま
し
た
。 

令
和
２
年
の
松
阪
署
管
内
に
お 

 

け
る
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者

数
は
２
７
４
名
で
し
た
が
、
こ
の

う
ち
経
験
期
間
３
年
未
満
の
未

熟
練
労
働
者
が
９
７
名
（
３
５.

４
％
）
と
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。 署

長
の
藤
田
は
「
安
全
の
基
礎

を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
、
今
後

の
安
全
で
健
康
な
社
会
生
活
を

送
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
６
時
間
に
及
ん
だ
本
教

育
の
講
師
は
、
寶
労
働
安
全
管
理

事
務
所
の
寶
所
長
が
務
め
、
職
場

の
安
全
衛
生
管
理
、
安
全
な
仕
事

の
進
め
方
、
健
康
管
理
等
の
科
目

に
つ
い
て
、
講
義
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

未
熟
練
労
働
者
の
労
災
が
３
５
．
４
％ 

５月 

住友理工株式会社 松阪事業所 

安全衛生スローガン 

「「安全は全てに優先する」グローバルに皆で達成

無災害」 

 災害の真因追及と類似災害撲滅 

 安全文化の再構築活動 

 法令順守への取組み 

 快適職場形成活動 

 安全衛生教育の徹底と充実 

 その他、健康増進・防火・防災・交通安全など 

 講師を務められた寶所長 

交通事故

(道路)

7

墜落・転落

2

飛来・落下

1

松阪署 死亡災害の事故の型別 

（平成２８年から令和３年４月末日まで） 
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１月

翌年

２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和３年 令和２年 アンダー240目安線

アンダー２４０

     死傷災害は、前年同期より４人減少 
 

三
重
労
働
局
で
は
、
災
害
動
向
及
び

課
題
を
踏
ま
え
、
本
年
は
、
人
生
１
０

０
年
時
代
の
労
働
災
害
防
止
対
策
と

し
て
、
死
亡
災
害
の
撲
滅
及
び
死
傷
者

数
２,
０
０
０
人
未
満
を
目
指
し
、
「
死

亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー
２,

０
０
０
み

え
推
進
運
動
」
の
名
称
の
も
と
、
安
全

衛
生
推
進
運
動
を
県
内
に
広
く
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
当
署
に
お

い
て
も
、「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー

２
４
０
松
阪
＆
多
気
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
死
亡
災
害
ゼ
ロ
と
休
業
４
日
以
上

の
死
傷
災
害
２
４
０
人
未
満
を
目
指

し
、
安
全
衛
生
対
策
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

令
和
３
年
に
お
け
る
当
署
管
内
の

災
害
発
生
状
況
は
、
令
和
３
年
４
月
末

現
在
、
死
亡
災
害
は
ゼ
ロ
で
、
休
業
４

日
以
上
の
死
傷
災
害
は
５
７
人
と
、
前

年
同
期
よ
り
４
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

「
事
故
の
型
」
別
で
は
、「
墜
落
・
転
落
」

と
「
転
倒
」
が
共
に
１
１
人
（
１
９.

３
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
は
さ

ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
」
と
腰
痛
等
の
「
動

作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
」
が
９
人
（
１

５.

８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
も

死
傷
災
害
が
多
か
っ
た
事
故
の
型
の

た
め
、
重
点
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。 

 
 

 

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

最
も
多
く
発
生
し
て
い
る

労
働
災
害
を
ご
存
知
で
す
か
。

そ
れ
は
「
転
倒
災
害
」
で
、
全

体
の
約
２
５
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
約
６
割
が

休
業
１
か
月
以
上
の
ケ
ガ
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

転
倒
災
害
は
、
①
滑
り
②
つ

ま
ず
き
③
踏
み
外
し
の
大
き

く
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

ヤ
マ
モ
リ
株
式
会
社
松
阪

工
場
で
は
、
踏
み
外
し
防
止
の

た
め
、
残
り
段
数
に
つ
い
て
、

見
え
る
化
を
し
て
い
ま
し
た
。 

段数の見える化 

 ヤマモリ株式会社松阪工場にて 

□
転倒しやすい場所の危険マップを作成し、周
知していますか

□ 通路、階段、出口に物を放置していませんか □
段差のある箇所や滑りやすい場所などに、注
意を促す標識をつけていますか

□
床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せ
ず、その都度取り除いていますか

□
ポケットに手を入れたまま歩くことを禁止し
ていますか

□
通路や階段を安全に移動できるように十分な
明るさが確保されていますか

□
ストレッチや転倒予防のための運動を取り入
れていますか

□
靴は、すべりにくくちょうど良いサイズのも
のを選んでいますか

□
転倒を予防するための教育をおこなっていま
すか

転倒防止チェックリスト

令和３年 4 月末速報値 



 

   第３号       松阪安衛月報                 令和３年６月１４日 

 

 死亡災害ゼロ・アンダー２４０松阪＆多気 

 

松
阪
安
衛
月
報 

株式会社竹中工務店名古屋支店 
ニプロファーマ伊勢工場ＥＣ棟新築工事 

安全衛生スローガン 

「100 日間、職員・職長・作業員と一体となり無災

害を達成しよう！」 

・職長がＲＡＫＹシートを現地で活用し、作業 

 員に問い掛けるＫＹＭを実践した。 

・職員は、毎日の安全パトロールで作業員へ声 

 掛けを行った。 

・職員は、職長にＲＡＫＹシートについて、危 

 険ポイントと対策が具体的かつ有用となるよ 

 うに指導を行った。 

 

▶ステップアップ１００（令和２年１２月２日～令和３年３月１１日までの１００日間無災害）に

参加し、無災害を達成した事業場のスローガンと取組内容。複数号にわたり五十音順で掲載予定。 

６月号 
松阪労働基準監督署 

tel 0598-51-0015 

死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー 

２
４
０
松
阪
＆
多
気 

主
要
月
別
テ
ー
マ 

 
 

  

 

全
国
安
全
週
間
は
、「
人
命
尊
重
」
と
い

う
基
本
理
念
の
下
、
「
産
業
界
で
の
自
主

的
な
労
働
災
害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広

く
一
般
の
安
全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活

動
の
定
着
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
昭

和
３
年
か
ら
一
度
も
中
断
す
る
こ
と
な

く
続
け
ら
れ
、
今
年
で
９
４
回
目
を
迎
え

ま
す
。 

 

全
国
安
全
週
間
（
７
月 

１
日
～
７
月
７
日
）
及
び 

準
備
期
間
（
６
月
）
に
実
施
す
る
事
項 

①
安
全
大
会
等
で
の
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
安
全 

へ
の
所
信
表
明
を
通
じ
た
関
係
者
の
意
思
の 

統
一
及
び
安
全
意
識
の
高
揚 

②
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
職
場
の
総
点
検
の 

実
施 

③
安
全
旗
の
掲
揚
、
標
語
の
掲
示
、
講
演
会
等
の 

開
催
、
安
全
関
係
資
料
の
配
布
等
の
他
、
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
た
自
社
の
安
全
活
動
等 

の
社
会
へ
の
発
信 

④
労
働
者
の
家
族
へ
の
職
場
の
安
全
に
関
す
る 

文
書
の
送
付
、
職
場
見
学
等
の
実
施
に
よ
る 

家
族
の
協
力
の
呼
び
か
け 

等 

県
下
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施 

三
重
労
働
局
で
は
、
全
国
安
全
週

間
（
７
月
１
日
～
７
月
７
日
）
に
向

け
た
準
備
期
間
の
取
組
の
一
環
と

し
て
、
県
下
各
労
働
基
準
監
督
署
に

お
い
て
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。
松
阪
労
働
基
準
監
督
署

（
以
下
「
松
阪
署
」
）
は
、
６
月
７
日
、

多
気
郡
多
気
町
西
山
で
株
式
会
社

北
村
組
が
建
設
中
の
「
ホ
ク
ト
株
式 

 

会
社
三
重
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
」
を

視
察
し
、
墜
落
防
止
対
策
な
ど
の

措
置
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。 

署
長
の
藤
田
は
、
「
従
来
の
墜

落
・
転
落
災
害
へ
の
注
意
だ
け
で

は
な
く
、
熱
中
症
対
策
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
に
係
る
取
組
も
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
も
、
け
し

て
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
今

ま
で
の
働
き
方
や
作
業
手
順
に

つ
い
て
再
確
認
す
る
機
会
と
捉

え
て
い
た
だ
き
、「
持
続
可
能
な
」

管
理
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

松
阪
署
管
内
の
建
設
業
の
労

働
災
害
は
、
令
和
３
年
に
入
っ
て

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

松
阪
署
は
ホ
ク
ト
建
設
現
場
を
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

６月 

トライス株式会社本社・工場 

安全衛生スローガン 

「意識を高め危険予知 リスクを摘み取り事故回避 

みんなで作ろう安全職場」 

 

毎月、安全衛生委員によるパトロールの実施と不安

全箇所の改善を継続的に行いました。また墜落・転

落災害防止の取組として、高所作業におけるルール

の再徹底と、すべての脚立・梯子作業における保護

帽着用義務化を行いました。 

視察を行う藤田署長（右）と北村組の
宮本所長（中） 

全
国
安
全
週
間
準
備
期
間 



 Safe worK STOP！感染拡大 ― COVID-19 ― 
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１月

翌年

２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和３年 令和２年 アンダー240目安線

アンダー２４０

令和３年死傷災害は、前年同期より４人増加 
 

三
重
労
働
局
で
は
、
災
害
動
向
及
び

課
題
を
踏
ま
え
、
本
年
は
、
人
生
１
０

０
年
時
代
の
労
働
災
害
防
止
対
策
と

し
て
、
死
亡
災
害
の
撲
滅
及
び
死
傷
者

数
２,
０
０
０
人
未
満
を
目
指
し
、「
死

亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー
２,

０
０
０

み
え
推
進
運
動
」
の
名
称
の
も
と
、
安

全
衛
生
推
進
運
動
を
県
内
に
広
く
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
当
署
に

お
い
て
も
、「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン

ダ
ー
２
４
０
松
阪
＆
多
気
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
死
亡
災
害
ゼ
ロ
と
休
業
４
日

以
上
の
死
傷
災
害
２
４
０
人
未
満
を

目
指
し
、
安
全
衛
生
対
策
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

当
署
管
内
で
は
、
令
和
３
年
５
月
末

現
在
に
お
い
て
、
令
和
３
年
の
死
亡
災

害
は
ゼ
ロ
人
で
、
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
災
害
は
８
０
人
と
、
前
年
同
期
よ
り

４
人
増
加
し
て
い
ま
す
。「
事
故
の
型
」

別
で
は
、「
転
倒
」
が
２
３
人
（
２
８.

８
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
墜
落
・

転
落
」
が
１
２
人
（
１
５.

０
％
）
、
腰

痛
等
の
「
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
」

が
１
１
人
（
１
３.

４
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
も
死
傷
災
害
が
多
か
っ
た

事
故
の
型
の
た
め
、
重
点
的
な
対
策
が

必
要
で
す
。 

症
の
ま
ん
延
状
況
に
応
じ

て
、
フ
ェ
ー
ズ
を
４
段
階
に

分
け
、
各
種
対
策
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
職
場
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
の
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
」
は
、
随
時
更
新

さ
れ
て
お
り
、
６
月
９
日
現

在
の
最
新
版
は 

令
和
３
年
５
月 

３
１
日
で
す
。 

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
、
三
重
県
で

は
、
６
月
９
日
現
在
に
お
い

て
、
６
月
２
０
日
ま
で
「
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
適
用

さ
れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
感
染
を
広
げ
な
い 

た
め
に
は
、
職
場
の
実
態
に
即

し
た
、
実
行
可
能
な
感
染
な
拡

大
防
止
対
策
を
検
討
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

        

株
式
会
社
オ
ク
ム
ラ
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染 まん延状態に応じた対策 

    株式会社オクムラにて 

令和３年５月末速報値 



 

   第４号       松阪安衛月報                 令和３年７月１４日 

 

 死亡災害ゼロ・アンダー２４０松阪＆多気 

 

松
阪
安
衛
月
報 

中井土木株式会社 令和元年度中村川護岸整備工事 

安全衛生スローガン 

「知識を意識を行動を 三位一体の１００日間、未

然に防ごう労働災害」 

１．朝礼と「リスクアセスメント」の内容強化 

２．「ヒヤリ・ハット」を実施し、従業員が当現場

で経験したリスクの洗い出しとその対応に当っ

た。 

３．現場巡視パト、社内安全パト、オーナーパト、

建災防パトを実施した。 

４．体調管理の徹底を図った。（コロナ対策、防寒

対策、休憩時間の配慮等） 

５．工事従事者から声が上がりやすい職場環境作り

に配慮した。 

▶ステップアップ１００（令和２年１２月２日～令和３年３月１１日までの１００日間無災害）に

参加し、無災害を達成した事業場のスローガンと取組内容。複数号にわたり五十音順で掲載予定。 

７月号 
松阪労働基準監督署 

tel 0598-51-0015 

死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー 

２
４
０
松
阪
＆
多
気 

主
要
月
別
テ
ー
マ 

 
 

  

 

全
国
で
毎
年
熱
中
症
に
よ
り
１
０
人

以
上
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
松

阪
・
多
気
地
区
で
も
平
成
２
７
年
に
死
亡

災
害
が
発
生
し 

て
い
ま
す
。 

令
和
２
年
に 

お
け
る
松
阪
・ 

多
気
地
区
の
熱 

中
症
に
よ
る
労 

災
給
付
件
数
は
、 

１
３
件
で
し
た
。 

チ
ェ
ッ
ク
リ 

ス
ト
を
活
用
す 

る
等
の
方
法
に 

よ
り
、
熱
中
症 

の
予
防
に
努
め 

て
く
だ
さ
い
。 

 

リ
ー
フ
レ
ッ 

ト
は
こ
ち
ら
↓ 

 

未
就
学
児
か
ら
イ
ラ
ス
ト
を
募
集 

労
働
災
害
が
発
生
す
る
原
因
は

様
々
な
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、
過
去

に
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
「
労
働

災
害
原
因
要
素
の
分
析
」
に
よ
る

と
、
平
成
２
８
年
の
製
造
業
に
お
け

る
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
の

う
ち
、
労
働
者
の
不
安
全
行
動
に
よ

る
も
の
は
９
７.

１
％
を
占
め
て
い

ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
当
署
で
は
、「
松
阪
労

働
基
準
協
会
」
、「
建
設
業
労
働
災
害

防
止
協
会
三
重
県
支
部
松
阪
分
会
」

及
び
「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災

害
防
止
協
会
三
重
県
支
部
松
阪
分

会
」
と
共
催
し
、
労
働
者
の
安
全
衛

生
意
識
を
喚
起
し
、
管
内
の
安
全
衛

生
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
啓

発
用
イ
ラ
ス
ト
の
募
集
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。 

 

応
募
資
格
は
、
以
下
の
い
ず
れ

の
条
件
も
満
た
す
方
で
す
。 

ア 

未
就
学
児
で
あ
る
こ
と
。 

イ 

ア
の
保
護
者
の
勤
務
先
事 

業
場
が
松
阪
市
ま
た
は
多
気 

郡
に
あ
り
、
勤
務
先
事
業
場
が 

本
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
に 

賛
同
し
て
い
る
こ
と
。 

 

詳
細
は
、 

特
設
ペ
ー
ジ 

を
ご
覧
く
だ 

さ
い 

→ 

７月 

株式会社松本組 

安全衛生スローガン 

「「危ないよ」その一言が事故ふせぐ」 

 年末年始の交通安全対策として、運転中の携帯電

話不使用、一時停止や左右確認の徹底、時間に余裕

を持った行動など基本的な部分を会議などで改めて

周知しました。 

 現場の安全対策としては、毎月の社内安全パトロ

ールや定期的に行う女性パトロールにより安全衛生

面や改善点などを確認しました。 

作品用紙例（ダウンロードできます） 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症 

 

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

「
は
た
ら
く
ひ
と
」
を
テ
ー
マ
に 



 Safe worK STOP！感染拡大 ― COVID-19 ― 
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１月

翌年

２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和３年 令和２年 アンダー240目安線

アンダー２４０

令和３年死傷災害は、前年同期より３人増加 
 

三
重
労
働
局
で
は
、
災
害
動
向
及
び

課
題
を
踏
ま
え
、
本
年
は
、
人
生
１
０

０
年
時
代
の
労
働
災
害
防
止
対
策
と

し
て
、
死
亡
災
害
の
撲
滅
及
び
死
傷
者

数
２,
０
０
０
人
未
満
を
目
指
し
、「
死

亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー
２,

０
０
０

み
え
推
進
運
動
」
の
名
称
の
も
と
、
安

全
衛
生
推
進
運
動
を
県
内
に
広
く
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
当
署
に

お
い
て
も
、「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン

ダ
ー
２
４
０
松
阪
＆
多
気
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
死
亡
災
害
ゼ
ロ
と
休
業
４
日

以
上
の
死
傷
災
害
２
４
０
人
未
満
を

目
指
し
、
安
全
衛
生
対
策
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

当
署
管
内
で
は
、
令
和
３
年
６
月
末

現
在
に
お
い
て
、
令
和
３
年
の
死
亡
災

害
は
ゼ
ロ
人
で
、
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
災
害
は
１
０
２
人
と
、
前
年
同
期
よ

り
３
人
増
加
し
て
い
ま
す
。「
事
故
の

型
」
別
で
は
、「
転
倒
」
が
２
６
人
（
２

５.

５
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
墜

落
・
転
落
」
が
１
６
人
（
１
５.

７
％
）
、

腰
痛
等
の
「
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動

作
」
が
１
４
人
（
１
３.

７
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
も
死
傷
災
害
が
多
か

っ
た
事
故
の
型
の
た
め
、
重
点
的
な
対

策
が
必
要
で
す
。 

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

松
阪
精
工
株
式
会
社
で

は
、
熱
中
症
対
策
の
応
急
キ

ッ
ト
を
設
置
し
、
そ
の
近
く

に
、
症
状
に
応
じ
た
処
置
の

例
や
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を

掲
示
し
て
お
り
、
緊
急
時
に

対
応
し
や
す
い
環
境
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

       

令
和
３
年
は
、
職
場
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
予
防
対
策
に
留
意
を

し
、
熱
中
症
予
防
対
策
を
講

じ
ま
し
ょ
う
。 

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

夏
季
を
中
心
に
熱
中
症
の

発
生
が
相
次
ぐ
中
、
職
場
に
お

い
て
も
熱
中
症
が
発
生
し
て

お
り
、
重
篤
化
し
て
死
亡
に
至

る
事
例
も
跡
を
絶
た
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
業
界
、

事
業
場
ご
と
に
、
熱
中
症
予
防

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
災
害

に
は
「
休
ま
せ
て
様
子
を
見
て

い
た
と
こ
ろ
容
態
が
急
変
し

た
」、「
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

発
見
さ
れ
た
」
な
ど
、
管
理
が

適
切
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
被

災
者
の
救
急
搬
送
が
遅
れ
た

事
例
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
期
間
中
、
事
業

者
がW

B
G

T

値
を
把
握
し
て

そ
れ
に
応
じ
た
適
切
な
対
策

を
講
じ
、
初
期
症
状
の
把
握
と

緊
急
時
の
対
応
体
制
の
整
備

を 

熱中症対策応急キット 

    松阪精工株式会社にて 

６月末速報値 
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松
阪
安
衛
月
報 

三重化学工業株式会社 

安全衛生スローガン 

「社員の健康が第一・安全が全てに優先する」 

 工場・倉庫内の整理・整頓を毎日全員で行い、事

故ゼロを達成 

 フォークリフト使用時は社員のみならず業者にも

全てにヘルメット着用を義務化し事故ゼロ達成 

 段差のある所に「足元注意」を掲示し、暗所には

人感センサー付き照明を付け、事故ゼロ達成 

 毎朝の体温・体調の申告ルールを行い就業の可否

判断をすると共に週１回ラジオ体操を実施 

 営業車輌使用時は長時間運転の禁止と早めのライ

トオン運転を通じ事故ゼロ達成 

 

▶ステップアップ１００（令和２年１２月２日～令和３年３月１１日までの１００日間無災害）に

参加し、無災害を達成した事業場のスローガンと取組内容。複数号にわたり五十音順で掲載予定。 

８月号 
松阪労働基準監督署 

tel 0598-51-0015 

死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー 

２
４
０
松
阪
＆
多
気 

主
要
月
別
テ
ー
マ 

 
 

  

 

働
く
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
６
０

歳
以
上
の
雇
用
者
数
は
過
去
１
０
年
間

で
１
・
５
倍
に
増
加
し
、
特
に
商
業
や
保

健
衛
生
業
を
は
じ
め
と
す
る
第
三
次
産

業
で
増
加
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
全
国
の
労
働
災
害
に
よ

る
死
傷
者
数
で
は
６
０
歳
以
上
の
労
働

者
が
占
め
る
割
合
は
２
６
％
（
２
０
１
８

年
）
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
労
働
災

害
発
生
率
は
、
若
年
層
に
比
べ
高
年
齢
層

で
相
対
的
に
高
く
な
り
、
中
で
も
、
転
倒

災
害
、
墜
落
・
転
落
災
害
の
発
生
率
が
若

年
層
に
比
べ
高
く
、
女
性
で
顕
著
で
す
。 

高
齢
者
は
身
体
機
能
が
低
下
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
若
年
層
に
比
べ
労
働
災
害

の
発
生
率
が
高
く
、
休
業
も
長
期
化
し
や

す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
体
力
に

自
信
が
な
い
人
や
仕
事
に 

慣
れ
て
い
な
い
人
を
含
め 

す
べ
て
の
働
く
人
の
労
働 

災
害
防
止
を
図
る
た
め
に 

も
、
職
場
環
境
改
善
の
取 

組
が
重
要
で
す
。 

「
社
会
福
祉
施
設
・ 

ゼ
ロ
災
運
動
１
０
０
」
が
開
始 

松
阪
・
多
気
地
区
に
お
け
る
休
業

４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、
長
期
的

に
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平

成
２
４
年
及
び
平
成
２
６
年
に
２

４
２
人
を
記
録
し
て
以
降
、
増
加
に

転
じ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
社
会
福

祉
施
設
で
は
、
長
期
的
に
増
加
傾
向

で
推
移
し
、
令
和
２
年
は
３
０
人

と
、
直
近
１
０
年
間
で
過
去
最
多
と

な
り
、
労
使
が
協
力
し
て
災
害
防
止

の
た
め
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
社

会
福
祉
施
設
に
お
け
る
自
主
的
な

安
全
衛
生
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、 

松
阪
・
多
気
地
区
の
社
会
福
祉
施
設

の
事
業
場
を
対
象
に
、
１
０
０
日
間

の
無
災
害
に
挑
戦
す
る
事
業
場
を 

募
集
し
、「
社
会
福
祉
施
設
・
ゼ
ロ

災
運
動
１
０
０
」
が
８
月
２
日
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。 

 

【
実
施
期
間
】 

令
和
３
年
８
月
２
日
（
月
）
～ 

令
和
３
年
１
１
月
９
日
（
火
） 

 

無
災
害
達
成
事
業
場
の
事
業

場
名
や
取
組
状
況
に
つ
い
て
は
、

当
署
で
作
成
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
等
で
好
事
例
と
し
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
こ
の
他
の
ゼ
ロ
災

運
動
１
０
０
と
し
て
、
製
造
業

（
１
１
月
か
ら
）
と
建
設
業
（
１

２
月
か
ら
）
も
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
対
象
業
種
の
事
業
場
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  

８月 

株式会社百木組 

安全衛生スローガン 

「みんなで協力安全意識 コロナに負けるな、明る

い職場と災害０！」 

１．無事故・無災害にこだわり、点呼時の体調確認 

・検温・手の消毒の徹底、一日の重点取組事項を 

安全管理者より全員に伝達し、安全・健康対策に 

対する意識の持ち方を向上させた。 

２．社内安全衛生協議会の実施（月１回） 

３．社内安全パトロールの実施（月１回） 

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て 

 

エイジフレ

ンドリーガ

イドラン 

はこちら→ 



 Safe worK STOP！感染拡大 ― COVID-19 ― 
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松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和３年 令和２年 アンダー240目安線

アンダー２４０

令和３年死傷災害は、前年同期より３人増加 
 

三
重
労
働
局
で
は
、
災
害
動
向
及
び

課
題
を
踏
ま
え
、
本
年
は
、
人
生
１
０

０
年
時
代
の
労
働
災
害
防
止
対
策
と

し
て
、
死
亡
災
害
の
撲
滅
及
び
死
傷
者

数
２,
０
０
０
人
未
満
を
目
指
し
、「
死

亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー
２,

０
０
０

み
え
推
進
運
動
」
の
名
称
の
も
と
、
安

全
衛
生
推
進
運
動
を
県
内
に
広
く
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
当
署
に

お
い
て
も
、「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン

ダ
ー
２
４
０
松
阪
＆
多
気
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
死
亡
災
害
ゼ
ロ
と
休
業
４
日

以
上
の
死
傷
災
害
２
４
０
人
未
満
を

目
指
し
、
安
全
衛
生
対
策
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

当
署
管
内
で
は
、
令
和
３
年
７
月
末

現
在
に
お
い
て
、
令
和
３
年
の
死
亡
災

害
は
ゼ
ロ
人
で
、
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
災
害
は
１
２
５
人
と
、
前
年
同
期
よ

り
３
人
増
加
し
て
い
ま
す
。「
事
故
の

型
」
別
で
は
、「
転
倒
」
が
３
１
人
（
２

４.

８
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
墜

落
・
転
落
」
が
２
２
人
（
１
７.

６
％
）
、

腰
痛
等
の
「
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動

作
」
が
１
６
人
（
１
２.

８
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
も
死
傷
災
害
が
多
か

っ
た
事
故
の
型
の
た
め
、
重
点
的
な
対

策
が
必
要
で
す
。 

 

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
作
業
場
所
が
熱
中
症

の
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
暑
熱

環
境
で
あ
る
か
、
気
温
の
み

な
ら
ず
そ
の
他
の
リ
ス
ク
因

子
（
湿
度
、
輻
射
熱
（
放
射

熱
）、
風
速
、
身
体
作
業
強
度
、

作
業
服
の
熱
特
性
な
ど
）
に

留
意
し
総
合
的
に
評
価
す
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
り

ま
す
。 

株
式
会
社
ニ
シ
タ
ニ
上
川

工
場
（
松
阪
市
）
で
は
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
①
各
建
屋
に

熱
中
症
温
度
計
を
設
置
②
空

調
服
を
希
望
者
に
低
額
支
給

③
屋
根
散
水
（
室
温
３
～
４

度
減
）
④
全
体
空
調
、
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
、
扇
風
機
及
び

ミ
ス
ト
扇
風
機
の
設
置
⑤
ウ

ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
及
び
熱

中
症
対
策
タ
ブ
レ
ッ
ト
設
置

等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
と
、

令
和
３
年
７
月
２
６
日
～
８

月
１
日
ま
で
の
三
重
県
の
熱

中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
人
員

は
、
速
報
値
で
１
０
１
人
で
あ

り
、
前
年
同
期
確
定
値
の
５
８

人
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た

（
令
和
３
年
８
月
１
１
日
現

在
）。 

ま
た
、
環
境
省
の
熱
中
症
リ

ス
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る
と
、

「
過
去
５
年
間
の
昼
間
の
日

最
高
暑
さ
指
数
（W

B
G

T

）
」

は
、
津
観
測
所
に
お
い
て
、
８

月
の
う
ち
２
６
日
が
熱
中
症

の
発
生
が
危
険
な
レ
ベ
ル
で

し
た
。
８
月
中
も
熱
中
症
対
策

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

環境省 

熱中症リスクカレンダー 

７月末速報値 
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松
阪
安
衛
月
報 

株式会社山邉興運 

安全衛生スローガン 

「意識をもって安全呼称」 

 

１ 荷締めの徹底 

２ 交差点での注意喚起 

３ 安全スピード周知徹底 

４ 疲れる前に休憩 

５ 荷役作業の周囲への注意の徹底 

 

▶ステップアップ１００（令和２年１２月２日～令和３年３月１１日までの１００日間無災害）に

参加し、無災害を達成した事業場のスローガンと取組内容。複数号にわたり五十音順で掲載。 

９月号 
松阪労働基準監督署 

tel 0598-51-0015 

死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー 

２
４
０
松
阪
＆
多
気 

主
要
月
別
テ
ー
マ 

 
 

  

 

「
全
国
労
働
衛
生
週
間
は
、
労
働
者
の

健
康
管
理
や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
『
労

働
衛
生
』
に
関
す
る
国
民
の
意
識
を
高

め
、
職
場
の
自
主
的
な
活
動
を
促
し
て
労

働
者
の
健
康
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で

７
２
回
目
に
な
り
ま
す
。 

【
向
き
合
お
う
！ 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の 

健
康
管
理
】 

 

準
備
期
間
（
９
月
）
に
実
施
す
る
事
項 

・
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策 

・
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策 

・
職
場
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
組 

・
労
働
災
害
予
防
的
観
点
か
ら
の
高
年
齢

労
働
者
に
対
す
る
健
康
づ
く
り 

・
化
学
物
質
に
よ
る
健
康 

障
害
防
止
対
策 

・
石
綿
に
よ
る
健
康
障
害 

防
止
対
策 

・
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に 

関
す
る
事
項 

等 

 

「
は
た
ら
く
ひ
と
」
イ
ラ
ス
ト 

 
 

多
数
ご
応
募
い
た
だ
き 

 
 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

見
た
人
（「
は
た
ら
く
ひ
と
」）
が
、

今
日
も
ケ
ガ
な
く
安
全
に
働
い
て

帰
ろ
う
と
思
え
る
イ
ラ
ス
ト
を
、
７

月
１
日
か
ら
９
月
１
０
日
ま
で
募

集
し
、
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

ご
応
募
い
た
だ
い
た
イ
ラ
ス
ト

は
、
可
能
な
限
り
当
署
管
内
の
安
全

意
識
向
上
の
た
め
の
啓
蒙
資
料
と

し
て
活
用
し
、
松
阪
安
衛
月
報
で
も

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
応
募
作
品
か
ら
松
阪
労
働

基
準
協
会
長
賞
等
を
受
賞
さ
れ
た

作
品
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生

松
阪
地
区
大
会
【
令
和
３
年
１
１
月

１
８
日
（
木
）
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
】

に
お
い
て
、
表
彰
す
る
予
定
で
す
。 

 

【
イ
ラ
ス
ト
紹
介
】 

  

９月 

 松阪安衛月報４月号から９月号にわたり、ステッ

プアップ１００を達成された１１事業場を紹介しま

した。 

 令和３年における松阪・多気地区の死傷災害（休

業４日以上）は、裏面のとおり、８月末の速報値で

１４７人と、前年同期より４人増加しています。 

 労働災害防止ため、ステップアップ１００達成事

業場の取組内容等をご参考いただき、安全衛生活動

の推進に努めてください。 

全
国
労
働
衛
生
週
間
（
１
０
月
１
日

～
７
日
）
」
の
準
備
に
つ
い
て 

Q
R

コ
ー
ド 

は
こ
ち
ら 



 Safe worK STOP！感染拡大 ― COVID-19 ― 
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松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和３年 令和２年 アンダー240目安線

アンダー２４０

令和３年死傷災害は、前年同期より４人増加 
 

三
重
労
働
局
で
は
、
災
害
動
向
及
び

課
題
を
踏
ま
え
、
本
年
は
、
人
生
１
０

０
年
時
代
の
労
働
災
害
防
止
対
策
と

し
て
、
死
亡
災
害
の
撲
滅
及
び
死
傷
者

数
２,
０
０
０
人
未
満
を
目
指
し
、「
死

亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー
２,

０
０
０

み
え
推
進
運
動
」
の
名
称
の
も
と
、
安

全
衛
生
推
進
運
動
を
県
内
に
広
く
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
当
署
に

お
い
て
も
、
「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン

ダ
ー
２
４
０
松
阪
＆
多
気
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
死
亡
災
害
ゼ
ロ
と
休
業
４
日

以
上
の
死
傷
災
害
２
４
０
人
未
満
を

目
指
し
、
安
全
衛
生
対
策
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

当
署
管
内
で
は
、
令
和
３
年
８
月
末

現
在
に
お
い
て
、
令
和
３
年
の
死
亡
災

害
は
ゼ
ロ
人
で
、
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
災
害
は
１
４
７
人
と
、
前
年
同
期
よ

り
４
人
増
加
し
て
い
ま
す
。「
事
故
の

型
」
別
で
は
、「
転
倒
」
が
４
２
人
（
２

８.

６
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
墜

落
・
転
落
」
が
２
３
人
（
１
５.

６
％
）
、

「
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
」
が
１
７

人
（
１
１.

２
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
も
死
傷
災
害
が
多
か
っ
た
事
故

の
型
の
た
め
、
重
点
的
な
対
策
が
必
要

で
す
。 

と
自
己
管
理
に
努
め
て
も
ら

う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

特
に
業
務
を
目
的
と
し
て

社
外
を
訪
問
す
る
よ
う
な
場

合
は
、
周
囲
へ
の
感
染
拡
大

リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
た
め

に
、
当
日
の
体
調
確
認
（
検
温

＋
風
邪
様
症
状
等
の
有
無
の

確
認
）
の
徹
底
が
重
要
で
す
。 

三
重
化
学
工
業
株
式
会
社

（
松
阪
市
）
で
は
、
健
康
管
理

申
告
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
体

調
不
良
が
な
い
か
確
認
す
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
し
た 

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

８
月
に
入
っ
て
か
ら
、
三
重

県
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
新
規
感
染

者
数
は
過
去
最
多
を
大
幅
に

更
新
す
る
地
域
が
増
加
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
感
染

拡
大
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
三
重

県
に
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態

宣
言
は
、
令
和
３
年
９
月
末
日

ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
（
９

月
１
０
日
現
在
）。 

職
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
、

従
業
員
の
生
命
・
健
康
の
保
持

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
す
。 

 

本
号
で
は
、
体
調
管
理
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
日
常
的
な

感
染
拡
大
時
の
個
人
の
健
康

管
理
と
し
て
、
出
社
、
在
宅
勤

務
を
問
わ
ず
、
従
業
員
個
人
と

そ
の
周
囲
の
者
が
、
健
康
で
安

全
に
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
休

日
を
含
め
日
々
の
体
調
確
認 

三重化学工業株式会社の 

健康管理申告シート 

８月末速報値 
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松
阪
安
衛
月
報 

▶「見た人（はたらくひと）が今日もケガなく安全に働いて帰ろうと思えるイラスト」（共催：松阪労働基準協

会、建設業労働災害防止協会三重県支部松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、

松阪・多気の未就学児から、令和３年７月１日から９月１０日まで募集し、多数のご応募をいただきました。 

 松阪安衛月報では、複数回にわたって、応募作品の一部を紹介します。 

10 月号 
松阪労働基準監督署 

tel 0598-51-0015 

死
亡
災
害
ゼ
ロ 

・
ア
ン
ダ
ー
２
４
０ 

松
阪
＆
多
気 

 
 

  

 

腰
痛
は
、
休
業
４
日
以
上
の
職

業
性
疾
病
の
６
割
を
占
め
る
労
働

災
害
と
な
っ
て
お
り
、
松
阪
・
多
気

地
区
で
も
第
三
次
産
業
を
中
心
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

職
場
で
腰
痛
を
予
防
す
る
に

は
、
労
働
衛
生
管
理
体
制
を
整
備

し
た
上
で
、
作
業
・
作
業
環
境
・
健

康
の
３
つ
の
管
理
と
労
働
衛
生
に

つ
い
て
の
教
育
を
総
合
的
・
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。 

 
ま
た
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

や
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
を
導
入
し

て
、
腰
痛
予
防
対
策
の
推
進
を
図

る
こ
と
も
有
効
で
す
。（
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
『
職
場
で
の
腰
痛
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
！
「
腰
痛
予
防
対
策
指

針
」
に
よ
る
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
』
よ

り
） 

 

株
式
会
社
飯
高
駅
に 

安
全
衛
生
努
力
賞 

 
 

 
 

令
和
３
年
１
０
月
６
日
に
、
津
市

の
津
第
二
地
方
合
同
庁
舎
で
、
三
重

労
働
局
長
表
彰
式
が
開
か
れ
ま
し

た
。
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
の
管
内

事
業
場
で
は
、
株
式
会
社
飯
高
駅
が

「
安
全
衛
生
努
力
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。「
安
全
衛
生
努
力
賞
」
は
本
年

度
か
ら
新
設
し
た
賞
で
、
三
重
県
内

に
本
社
、
本
部
等
を
置
く
中
小
企
業

で
安
全
衛
生
へ
の
取
組
が
良
好
で

安
全
衛
生
水
準
向
上
へ
の
努
力
が

認
め
ら
れ
る
事
業
場
が
表
彰
対
象

に
な
り
ま
す
。 

株
式
会
社
飯
高
駅
が
特
に
評
価

さ
れ
た
点
と
し
て
は
、 

①
写
真
付
き
の
安
全
衛
生
教
育
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
効
果
的
な

安
全
教
育
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
。 

10 月 

腰
痛
の
予
防
に
つ
い
て 

Q
R

コ
ー
ド 

は
こ
ち
ら 

 

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開して
います。（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

②
「
職
場
の
安
全
の
見
え
る
化
」（
段

差
の
あ
る
個
所
に
ト
ラ
テ
ー
プ

で
明
示
、
開
閉
ド
ア
の
激
突
防
止

（
注
意
喚
起
の
貼
紙
）
な
ど
）
を

実
施
し
、
災
害
の
未
然
防
止
に
努

め
て
い
る
こ
と
。 

③
労
働
者
の
受
動
喫
煙
を
防
止
す

る
た
め
、
館
内
を
全
面
禁
煙
と
す

る
な
ど
、
労
働
者
の
健
康
保
持
増

進
を
図
っ
て
い
る
こ
と
。 

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

表
彰
事
業
場
を
参
考
に
、
各
種 

安
全
衛
生
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

段差の見える化 

 株式会社飯高駅にて 



 Safe worK STOP！感染拡大 ― COVID-19 ― 
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２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和３年 令和２年 アンダー240目安線

アンダー２４０

 

松
阪
署
管
内
で
は
、
令
和
３
年
９
月
末
現
在
に
お

い
て
、
令
和
３
年
の
死
亡
災
害
は
ゼ
ロ
人
で
す
が
、

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
１
６
６
人
と
、
前
年

同
期
よ
り
７
人
増
加
し
て
い
ま
す
。「
事
故
の
型
」
別

で
は
、「
転
倒
」
が
５
０
人
（
３
０.
１
％
）
と
最
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
厚
生
労
働
省
と
消
費
者
庁
は
、
日
本
転

倒
予
防
学
会
と
協
力
し
て
、
日
本
転
倒
予
防
学
会
が

主
唱
す
る
１
０
月
１
０
日
の
「
転
倒
予
防
の
日
」
を

契
機
に
、
国
民
に
対
す
る
転
倒
予
防
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

松
阪
署
は
、
管
内
の
災
害
発
生
状
況
に
鑑
み
、
令

和
３
年
１
０
月
６
日
、
社
会
福
祉
施
設
、
道
路
貨
物

運
送
業
、
小
売
業
の
事
業
場
及
び
災
害
防
止
団
体
等

に
対
し
て
、
転
倒
災
害
防
止
等
に
係
る
要
請
を
実
施

し
ま
し
た
。
転
倒
災
害
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
も

最
も
多
い
事
故
の
型
で
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
転
倒
災
害
の
約
６
割
が
休
業
１
か
月
以
上
で
、

特
に
、
５
０
歳
以
上
の
女
性
で
多
く
発
生
し
て
お

り
、
転
倒
災
害
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
女
性
や
高
齢

者
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
や
生
産
性
向
上
な

ど
の
観
点
か
ら
も
、
大
変
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

「
転
倒
予
防
の
日
」
を
契
機
に
、
事
業
場
で
の
転

倒
予
防
の
取
組
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

 

        

ま
た
、
通
路
に
も
「K

E
E

P
 

L
E

F
T

」
と
左
側
通
行
の
見
え

る
化
を
し
て
お
り
、
交
差
点

に
は
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
し
た
。 

       

事
例
を
参
考
に
、
職
場
の

危
険
を
「
見
え
る
化
」
し
、
安

全
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

 

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

職
場
に
潜
む
危
険
な
ど
は
、

視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
な
い
も

の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
可
視
化
（
見
え
る
化
）
す

る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
安

全
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
を
「
見
え
る
化
」

安
全
活
動
と.

い
ま
す
。 

「
見
え
る
化
」
は
、
危
険
認
識

や
作
業
上
の
注
意
喚
起
を
分

か
り
や
す
く
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
一
般
の
労
働

者
も
参
加
し
や
す
い
な
ど
、
安

全
確
保
の
た
め
の
有
効
な
ツ

ー
ル
で
す
。 

 

ニ
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
株
式
会

社
伊
勢
工
場
（
松
阪
市
）
で
は
、

階
段
で
の
労
働
災
害
を
防
止

す
る
た
め
、
手
す
り
に
「
お
つ

か
ま
り
く
だ
さ
い
」
と
表
記

し
、
昇
降
の
位
置
に
つ
い
て
も

見
え
る
化
を
し
て
い
ま
し
た
。 

ニプロファーマ株式会社の 

階段 見える化 

ニプロファーマ株式会社の 

通路 見える化 

１
０
月
１
０
日
は
「
転
倒
予
防
の
日
」 

 
 

 
転
倒
災
害
対
策
の
徹
底
を 
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▶「見た人（はたらくひと）が今日もケガなく安全に働いて帰ろうと思えるイラスト」（共催：松阪労働基準協
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阪
＆
多
気 

 
 

  

 

脳
血
管
疾
患
及
び
虚
血
性
心
疾

患
等
の
発
症
が
長
時
間
労
働
と
の

関
連
性
が
強
い
と
す
る
医
学
的
知

見
を
踏
ま
え
、
長
時
間
に
わ
た
る
労

働
に
よ
り
疲
労
の
蓄
積
し
た
労
働

者
に
対
し
、
事
業
者
は
医
師
に
よ
る

面
接
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 
 １０

年
ぶ
り
の
死
亡
災
害
ゼ
ロ
へ 

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
Ｒ
３
開
始 

当
署
管
内
で
は
、
令
和
３
年
は
１

０
月
末
現
在
、
死
亡
災
害
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
令
和
２
年

は
４
人
の
方
が
尊
い
命
を
亡
く
さ

れ
死
亡
災
害
が
多
発
し
た
こ
と
も

あ
り
、
令
和
３
年
も
引
続
き
、
死
亡

災
害
の
撲
滅
に
向
け
労
使
協
力
し

て
労
働
災
害
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

当
署
管
内
で
は
、
平
成
２
４
年
以

降
、
毎
年
死
亡
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
１
０
年
ぶ
り
に
死
亡
災
害

ゼ
ロ
を
達
成
す
べ
く
、
労
使
の
労
働

災
害
防
止
活
動
を
促
す
た
め
、
令
和

３
年
１
１
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

１
２
月
３
１
日
ま
で
を
重
点
期
間

『
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
R
３
』
と
し

て
定
め
ま
し
た
。 

こ
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
墜 

1１月 

過
労
死
等
の
防
止 

 

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開して
います。（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

落
・
転
落
災
害
が
多
い
「
建
設
業
」

や
、
転
倒
災
害
が
多
い
「
小
売
業
」

を
中
心
に
、
重
点
的
な
指
導
や
パ
ト

ロ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
交
通

事
故
に
よ
る
死
亡
災
害
も
非
常
に

多
い
た
め
、
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ

い
。 

※についてはパンフレット「過重労働による健康障害を防

ぐために」をご確認下さい。   QR コードはこちら→ 

緑十字の完成を目指すラストスパート R3 カレン

ダーもご活用ください。 QRコードはこちら→ 



 Safe worK STOP！感染拡大 ― COVID-19 ― 

 

 

 

9
25

38
57

80
102

125
147

166

194

4 22

45
61

76

99

122

143
159

187

214

247
260

269
274

0

50

100

150

200

250

300

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 翌年

１月

翌年

２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和３年 令和２年 アンダー240目安線

アンダー２４０

三
重
県
内
で
は
、
本
年
１
０
月
、
建
設
業
で
３
件

の
死
亡
災
害
が
発
生
し
、
当
署
管
内
で
も
、
６
月
に

１
０
代
の
労
働
者
が
足
場
の
解
体
作
業
中
に
約
９

ｍ
の
高
さ
か
ら
墜
落
し
負
傷
す
る
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
、
三
重
労
働
局
で
は
、

１
１
月
１
日
か
ら
１
２
月
３
１
日
ま
で
を
「
墜
落
災

害
防
止
強
調
期
間
」
と
位
置
づ
け
、
墜
落
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
建
設
工
事
現
場
等
に
対
す

る
監
督
指
導
な
ど
、
緊
急
対
応
を
実
施
し
ま
す
。
墜

落
災
害
防
止
強
調
期
間
の
緊
急
対
応
実
施
事
項
と

し
て
は
、
①
建
設
工
事
現
場
等
に
対
す
る
監
督
指
導

等
②
説
明
会
等
の
実
施
③
建
設
業
関
係
機
関
へ
の

協
力
要
請
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

当
署
管
内
で
は
、
令
和
３
年
１
０
月
末
現
在
に
お

い
て
、
令
和
３
年
の
死
亡
災
害
は
ゼ
ロ
人
で
す
が
、

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
１
９
４
人
と
、
前
年

同
期
よ
り
７
人
増
加
し
て
い
ま
す
。「
事
故
の
型
」
別

で
は
、「
転
倒
」
が
５
５
人
（
２
８.

４
％
）
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
墜
落
・
転
落
」
が
３
１
人
（
１
６.

０
％
）
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

「
墜
落
災
害
防
止
強
調
期
間
」
を
契
機
に
、
脚
立

や
は
し
ご
の
使
用
方
法
の
見
直
し
を
す
る
等
の
方

法
に
よ
り
、
事
業
場
で
の
墜
落
災
害
防
止
の
取
組
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

 

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

左
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
ご

活
用
く
だ
さ
い
。 

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

交
通
事
故
の
死
亡
災
害
は
、

運
輸
交
通
業
が
多
い
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
当
署
管
内
で

は
、
平
成
２
８
年
以
降
、
死
亡

災
害
の
７
０.

０
％
が
「
交
通
事

故
（
道
路
）」
で
す
が
、
こ
の
う

ち
、
７
１.

４
％
が
、
運
輸
交
通

業
以
外
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

運
輸
交
通
業
で
は
な
い
労
働

者
の
皆
様
に
も
、
交
通
労
働
災

害
防
止
対
策
が
必
要
で
す
。 

住
友
理
工
株
式
会
社
松
阪

事
業
所
（
松
阪
市
）
で
は
、
駐

車
場
に
歩
行
者
用
通
路
等
を

明
示
し
、
交
通
事
故
防
止
に
努

め
て
い
ま
し
た
。 

住
友
理
工
株
式
会
社
の 

駐
車
場 

歩
行
者
通
路 

墜
落
災
害
防
止
強
調
期
間 

例
年
よ
り
早
く
１１
月
か
ら 
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松
阪
安
衛
月
報 

▶松阪労働基準監督署（署長 藤田香）では、松阪労働基準協会、建設業労働災害防止協会三重県支部松阪分会

及び林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会との共催により、松阪・多気地区の未就学児を対象

に、労働災害防止啓発用イラストを募集し、34点の応募がありました。応募作品については、松阪労働基準協

会等において審査の上、優秀賞４点、佳作 30点が決定し、令和 3 年 11月 18 日に表彰式が行われました。 

1２月号 
松阪労働基準監督署 

tel 0598-51-0015 

死
亡
災
害
ゼ
ロ 

・
ア
ン
ダ
ー
２
４
０ 

松
阪
＆
多
気 

 
 

  

 

三
重
労
働
局
で
は
、
令
和
３
年

１
１
月
１
日
か
ら
１
２
月
３
１
日

ま
で
を
墜
落
災
害
防
止
強
調
期
間

と
し
て
い
ま
す
。
死
亡
災
害
も
多

い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

 
 「

社
会
福
祉
施
設
・
ゼ
ロ
災
運
動
１００
」 

 
 

４
法
人
１４
事
業
場
が
達
成 

社
会
福
祉
施
設
で
の
労
働
災
害

は
、
全
国
的
に
増
加
を
続
け
て
い
ま

す
。 松

阪
署
で
は
、
社
会
福
祉
施
設
に

お
け
る
自
主
的
な
安
全
衛
生
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、
松
阪
・
多
気
地

区
の
社
会
福
祉
施
設
の
事
業
場
を

対
象
に
、
１
０
０
日
間
（
令
和
３
年

８
月
２
日
～
１
１
月
９
日
）
の
無
災

害
に
挑
戦
す
る
事
業
場
を
募
集
し
、

４
法
人
１
４
事
業
場
が
達
成
さ
れ

ま
し
た
。 

【
達
成
さ
れ
た
事
業
場
名
と
安
全

衛
生
ス
ロ
ー
ガ
ン
】
（
五
十
音
順
） 

▼
ア
イ
リ
ス
南
郊
株
式
会
社 

サ

ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
翔
・
憩
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
ち
ご
、
フ

ー
ド
サ
ー
ビ
ス
彩
、
介
護
付
有
料
老

人
ホ
ー
ム
煌 

 
 

 
 

 

12 月 

墜
落
災
害
の
防
止 

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開して
います。（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

「
安
全
衛
生
の
管
理
体
制
の
確

立
・
強
化
」 

▼
社
会
福
祉
法
人
神
戸
福
祉
会 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
徳
和 

「
皆
が
安
心
安
全
に
生
活
が
で

き
る
よ
う
災
害
ゼ
ロ
を
維
持
し

よ
う
」 

▼
社
会
福
祉
法
人
斎
宮
会 

み
ず

ほ
の
里 

 

「
職
員
が
安
全
快
適
に
過
ご
せ
る

環
境
づ
く
り
」 

▼
社
会
福
祉
法
人
太
陽
の
里 

老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
わ

や
か
苑 

他
１
０
事
業
場 

「
腰
痛
予
防
、
感
染
災
害
の
撲

滅
」 

 

各
事
業
場
の
取
組
内
容
に
つ
い

て
は
、
松
阪
署
安
全
衛
生
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 はしごや脚立は、身近な道具ですが、墜落の危険性も持ち合わ
せています。以下のポイントに注意しましょう。 

松阪労働基準監督署長賞を受賞した、長島幸（ながしまさち）さん（写

真中央）とそのご家族（写真右）、写真左は藤田松阪労働基準監督署長 

長島幸（ながしまさち）さんの作品 

（松阪労働基準監督署長賞） 
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１月

翌年

２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和３年 令和２年 アンダー240目安線

アンダー２４０

年
末
年
始
無
災
害
運
動
は
、
働
く
人
た
ち
が
年

末
年
始
を
無
事
故
で
過
ご
し
、
明
る
い
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
趣
旨
で
、
昭

和
４
６
年
か
ら
厚
生
労
働
省
の
後
援
の
も
と
中
央

労
働
災
害
防
止
協
会
が
主
唱
す
る
運
動
で
、
本
年

で
５
１
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

一
年
の
締
め
く
く
り
を
笑
顔
で
送
り
、
災
害
の

な
い
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
、「
安
全
最
優

先
」
の
考
え
方
を
基
本
に
、
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
に

こ
そ
、
作
業
前
点
検
の
実
施
、
安
全
な
作
業
方
法
の

確
認
な
ど
を
着
実
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

当
署
管
内
で
は
、
令
和
３
年
１
１
月
末
現
在
に

お
い
て
、
令
和
３
年
の
死
亡
災
害
は
ゼ
ロ
人
で
す

が
、
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
２
２
１
人
と
、

前
年
同
期
よ
り
７
人
（
３.

３
％
）
増
加
し
て
い
ま

す
。 「

事
故
の
型
」
別
で
は
、「
転
倒
」
が
６
５
人
（
２

９.

４
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
墜
落
・
転
落
」

が
３
１
人
（
１
４.

０
％
）
発
生
し
て
い
ま
す
。
転
倒

災
害
対
策
に
は
「S

T
O

P

！
転
倒
災
害
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
、
墜
落
災
害
対
策
に
は
「
墜
落
災
害
防
止
強

調
期
間
」
等
の
活
用
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

松
阪
・
多
気
地
区
一
丸
と
な
っ
て
安
全
衛
生
活

動
に
取
組
み
、
１
０
年
ぶ
り
の
死
亡
災
害
ゼ
ロ
へ

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
し
、
令
和
４
年
を
迎
え
ま
し
ょ

う
！ 

 

増
進
の
た
め
の
措
置
と
し

て
、「
栄
養
指
導
」
等
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

労
働
者
の
健
康
の
保
持
増

進
に
は
、
労
働
者
自
ら
が
自

主
的
、
自
発
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す

が
、
宇
野
重
工
株
式
会
社
（
松

阪
市
）
で
は
、
栄
養
素
に
つ
い

て
関
心
を
持
ち
や
す
い
よ

う
、
定
期
的
に
栄
養
素
ク
イ

ズ
を
出
題
し
、
正
解
者
に
は

果
物
や
ホ
ッ
ト
ア
イ
マ
ス
ク

を
支
給
し
て
い
ま
し
た
。 

   

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

近
年
の
労
働
者
の
就
業
意
識

や
働
き
方
の
変
化
、
業
務
の
質

的
変
化
等
に
伴
い
、
定
期
健
康

診
断
の
有
所
見
率
が
増
加
傾
向

に
あ
る
と
と
も
に
、
心
疾
患
及

び
脳
血
管
疾
患
の
誘
因
と
な
る

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

が
強
く
疑
わ
れ
る
者
と
そ
の
予

備
群
は
、
男
性
の
約
２
人
に
１

人
、
女
性
の
約
５
人
に
１
人
の

割
合
に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

仕
事
に
関
し
て
強
い
不
安
や
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
労
働
者

の
割
合
が
高
い
水
準
で
推
移
し

て
い
ま
す
。 

労
働
者
の
心
身
の
健
康
問
題

に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
早
い

段
階
か
ら
心
身
の
両
面
に
つ
い

て
健
康
教
育
等
の
予
防
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 
 

「
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者

の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
の
指

針
」
で
は
、
労
働
者
の
健
康
保
持 

年
末
年
始
無
災
害
運
動 

開
始 

令
和
３
年
１２
月
１
日
～
令
和
４
年
１
月
１５
日 

栄養素クイズ 宇野重工株式会社 
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松
阪
安
衛
月
報 

▶「見た人（はたらくひと）が今日もケガなく安全に働いて帰ろうと思えるイラスト」（共催：松阪労働基準協

会、建設業労働災害防止協会三重県支部松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、

松阪・多気の未就学児から、令和３年７月１日から９月１０日まで募集し、多数のご応募をいただきました。 

 松阪安衛月報では、複数回にわたって、応募作品の一部を紹介します。 
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労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
経
営
首
脳
の
積
極
的
な
指

揮
の
下
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
を

確
立
し
、
計
画
的
で
継
続
的
な
安

全
衛
生
管
理
活
動
を
行
う
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
年

間
で
の
安
全
衛
生
管
理
計
画
を

策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
活
動
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
評
価
し
、
必

要
な
改
善
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
す
。 

  
各
事
業
場
に
お
か
れ
て
は
、
過

去
１
年
間
に
お
け
る
労
働
安
全

衛
生
活
動
を
検
証
し
、
年
間
を
通

じ
た
実
効
性
の
あ
る
安
全
衛
生

管
理
計
画
書
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
労
働
者
の
協
力
の
下
「
計

画
－
実
施
－
評
価
－
改
善
」

（P
D

C
A

）
と
い
う
一
連
の
過
程

を
実
践
し
、
安
全
衛
生
管
理
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
く
だ
さ

い
。
計
画
様
式
は
、
裏
面Q

R

コ

ー
ド
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

新
年
の
署
長
メ
ッ
セ
ー
ジ 

「
今
年
も
一
年
ご
安
全
に
！
」 

  

 

令
和
４
年
が
明
け
ま
し
た
。

今
年
も
松
阪
労
働
基
準
監
督
署

で
は
、
災
害
発
生
動
向
や
災
害

防
止
対
策
に
係
る
情
報
の
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

さ
て
、
当
署
で
は
、
令
和
３

年
に
お
け
る
管
内
の
死
亡
災
害

ゼ
ロ
達
成
を
め
ざ
し
、
昨
年
１１

月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で

を
「
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
Ｒ
３
」

期
間
と
定
め
、
発
生
の
多
い
事

故
の
型
で
あ
る
墜
落
・
転
落
災

害
、
交
通
労
働
災
害
、
転
倒
災

害
防
止
を
重
点
事
項
と
し
、
指

導
や
対
策
の
呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
１０
年
ぶ

り
に
死
亡
災
害
が
発
生
す
る
こ 

1 月 

年
間
安
全
衛
生
管
理
計
画 

の
作
成
に
つ
い
て 

 

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開して
います。（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

と
な
く
令
和
４
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
死
亡
災

害
は
本
来
「
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
も
の
で
す
。
今
後
も
、
永

遠
に
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
令
和
４
年
は
第
１３
次

労
働
災
害
防
止
計
画
（
５
か
年

計
画
）
の
最
終
年
で
も
あ
り
ま

す
。
皆
様
の
協
力
の
下
、
今
年

こ
そ
「
休
業
４
日
以
上
の
死
傷

災
害
２
４
０
人
未
満
」
も
是
非

達
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
職
場
で
の
継
続
的
な

安
全
衛
生
活
動
の
推
進
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
長 

藤
田
香 

 



 Safe worK STOP！感染拡大 ― COVID-19 ― 
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の
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

火
災
は
、
人
命
に
関
わ
る
重
篤

な
災
害
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
事
業
場
に
設
置
し
た
消
火

設
備
の
場
所
は
、
皆
さ
ん
で
共

有
で
き
て
い
ま
す
か
。 

 

T

H

K
株
式
会
社
三
重

工
場
（
松
阪
市
）
で
は
、
分
か

り
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
を
用
い

て
、
消
火
設
備
等
の
配
置
図
を

作
成
し
、
目
に
つ
き
や
す
い
場

所
に
掲
示
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

安
衛
則
第
二
百
八
十
九
条 

事
業
者
は
、
建
築
物
及
び
化
学

設
備(

配
管
を
除
く
。)

又
は
乾

燥
設
備
が
あ
る
場
所
そ
の
他

危
険
物
、
危
険
物
以
外
の
引
火

性
の
油
類
等
爆
発
又
は
火
災

の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
物
を
取
り
扱
う
場
所
に
は
、

適
当
な
箇
所
に
、
消
火
設
備
を

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

 

寒
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
気
象
庁
の
発
表
（
令

和
４
年
１
月
１
１
日
）
で
は
、

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
続
い
て
い

る
と
み
ら
れ
、
今
後
、
冬
の
終

わ
り
ま
で
続
く
可
能
性
が
高
い

（
８
０
％
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
寒
対
策
は
万
全
で
し
ょ
う

か
。 乾

燥
し
た
冬
の
空
気
に
は
、

火
災
の
危
険
も
潜
ん
で
い
ま

す
。
松
阪
市
内
で
も
火
災
が
多

く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
３
年
１
２
月
、
松
阪
地
区

広
域
消
防
組
合
は
、
火
の
取
扱 

 

THK 株式会社三重工場の 

消火設備配置図 

年
間
安
全
衛
生
管
理
計
画

策
定
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催 

令
和
３
年
１
２
月
２
０
日
と
２
１
日
に
、
年
間

安
全
衛
生
管
理
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
三
重
労
働
局
で
は
、
業
種
に
応
じ
て
５
種
類

の
「
年
間
安
全
衛
生
管
理
計
画
及
び
実
施
結
果
報
告

書
」
を
公
開
し
て
い
る
た
め
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 
           

当
署
管
内
で
は
、
令
和
３
年
１
２
月
末
現
在
に

お
い
て
、
令
和
３
年
の
死
亡
災
害
は
ゼ
ロ
人
で
す

が
、
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
２
３
１
人
と
、

前
年
同
期
よ
り
１
６
人
（
６.

５
％
）
減
少
し
て
い

ま
す
。 

「
事
故
の
型
」
別
で
は
、「
転
倒
」
が
６
６
人
（
２

８.

６
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
墜
落
・
転
落
」

が
３
１
人
（
１
３.

４
％
）
発
生
し
て
い
ま
す
。 

年
間
安
全
衛
生
管
理
計
画
を
適
切
に
策
定
し
、

労
働
災
害
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

参考 

「年間安全衛生管理計画
及び実施結果報告書」 

QR コードはこちら→ 

セミナー開催の挨拶をする藤田署長 
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転
倒
災
害
に
つ
い
て
は
、
年
々

増
加
傾
向
で
推
移
し
、
令
和
３
年

は
、
令
和
４
年
１
月
末
速
報
値
で

は
６
７
人
と
前
年
同
期
よ
り
９
人

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
件
数
は
、

直
近
１
０
年
間
の
確
定
値
と
比
較

し
て
も
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、

各
事
業
場
で
転
倒
災
害
防
止
対
策

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

転
倒
災
害
は
あ
ら
ゆ
る
業
種
で
発

生
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
が
、
令

和
３
年
は
、
特
に
社
会
福
祉
施
設

（
１
６
人
。
前
年
同
期
比
６
人
増
）

及
び
道
路
貨
物
運
送
業
（
８
人
。
前

年
同
期
比
６
人
増
）
で
転
倒
災
害

の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

転
倒
災
害
は
、
床
に
置
か
れ
た

物
に
つ
ま
ず
い
た
り
、
濡
れ
た
床

で
滑
っ
て
発
生
す
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
通
路
や
作
業
床
の
整
理
・
整

頓
・
清
掃
・
清
潔
と
い
っ
た
４
Ｓ
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 
 

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置 

令
和
４
年
１
月
２１
日
か
ら 

令
和
４
年
１
月
に
入
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者

が
急
速
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
三
重

県
で
は
、
令
和
４
年
１
月
２
１
日
か

ら
３
月
６
日
ま
で
（
２
月
１
４
日
現

在
）
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
基
本
的
対
処
方
針
」
で
は
、
今
後

講
ず
べ
き
対
策
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
準
拠
と
な
る
べ
き
統
一
的

指
針
を
次
の
と
お
り
示
し
て
い
ま

す
。 職

場
に
お
い
て
は
、
感
染
防
止
の

た
め
の
取
組
（
手
洗
い
や
手
指
消

毒
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
労
働
者
同

士
の
距
離
確
保
、
事
業
場
の
換
気
励

行
、
複
数
人
が
触
る
箇
所
の
消
毒
、

発
熱
等
の
症
状
が
見
ら
れ
る
労
働 

２月 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

転
倒
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開して
います。（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

者
の
出
勤
自
粛
、
軽
症
状
者
に
対
す

る
抗
原
簡
易
キ
ッ
ト
等
を
活
用
し

た
検
査
、
出
張
に
よ
る
労
働
者
の
移

動
を
減
ら
す
た
め
の
テ
レ
ビ
会
議

の
活
用
、
昼
休
み
の
時
差
取
得
、
社

員
寮
等
の
集
団
生
活
の
場
で
の
対

策
等
）
や
、
「
三
つ
の
密
」
等
を
避

け
る
行
動
を
徹
底
し
て
下
さ
い
。 

ま
た
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有

す
る
者
等
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る

労
働
者
、
妊
娠
し
て
い
る
労
働
者
及

び
同
居
家
族
に
そ
う
し
た
者
が
い

る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申

出
等
を
踏
ま
え
、
在
宅
勤
務
や
時
差

出
勤
等
の
感
染
予
防
の
た
め
の
就

業
上
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針 

Q

R
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
→ 
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人
の
母
国
語
を
併
記
し
、
ル

ー
ル
の
周
知
に
努
め
て
い
ま

し
た
。 

         

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

 

近
年
、
外
国
人
労
働
者
の
増

加
に
伴
い
、
外
国
人
の
労
働
災

害
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和

２
年
は
初
め
て
４,

０
０
０
件

を
超
え
ま
し
た
。 

 

外
国
人
労
働
者
は
一
般
的

に
、
日
本
の
労
働
慣
行
や
日
本

語
に
習
熟
し
て
い
ま
せ
ん
。
外

国
人
に
安
全
衛
生
教
育
を
実
施

す
る
際
な
ど
に
は
適
切
な
工
夫

を
施
し
て
作
業
手
順
や
安
全
の

た
め
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と

理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

 

岩
崎
工
業
株
式
会
社
三
重
プ

ラ
ン
ト
（
松
阪
市
）
で
は
、
安

全
衛
生
に
係
る
掲
示
物
に
外
国 

作業帽子の被り方を多言語で 

記載 岩崎工業株式会社にて 

安
全
衛
生
教
育
促
進
運
動 

令
和
３
年
１２
月
１
日 

～ 

令
和
４
年
４
月
３０
日 

「
正
し
い
知
識
で 

職
場
を
安
全
・
健
康
に
！
」 

 
 

安
全
衛
生
教
育
促
進
運
動
は
、
労
働
者
の
安
全

と
健
康
を
守
る
上
で
中
核
と
な
る
安
全
衛
生
教
育

に
つ
い
て
そ
の
重
要
性
を
啓
発
し
、
実
施
を
促
す

た
め
、
平
成
２
５
年
度
か
ら
中
央
労
働
災
害
防
止

協
会
が
主
唱
し
、
推
進
し
て
い
る
運
動
で
す
。 

事
業
場
の
実
施
事
項
と
し
て
は
、 

①
年
間
の
安
全
衛
生
教
育
実
施
計
画
の
作
成
、
こ

れ
に
基
づ
く
安
全
衛
生
教
育
の
計
画
的
か
つ
効

果
的
な
実
施 

②
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
結
果
の
記
録
・
保
存 

③
実
施
計
画
の
作
成
、
実
施
、
実
施
結
果
の
記
録
・

保
存
な
ど
安
全
衛
生
教
育
に
関
す
る
業
務
の
実

施
責
任
者
の
選
任 

④
法
定
教
育
等
の
徹
底 

⑤
法
定
教
育
以
外
の
教
育
等
の
充
実 

等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（Q

R

コ
ー
ド
は
こ
ち
ら

↑
）
。 

当
署
管
内
で
は
、
令
和
４
年
１
月
末
現
在
に
お

い
て
、
令
和
３
年
の
死
亡
災
害
は
ゼ
ロ
人
、
休
業

４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
２
４
０
人
と
、
前
年
同

期
よ
り
２
０
人
（
７.

７
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。 

経
験
期
間
３
年
未
満
の
未
熟
練
労
働
者
へ
の
教

育
は
も
と
よ
り
、
安
全
衛
生
教
育
等
推
進
要
綱
に

基
づ
い
た
能
力
向
上
教
育
等
を
実
施
し
、
労
働
災

害
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

□
安全衛生教育を実施していますか。
（雇入れ時又は作業内容を変更した時など）

□
母国語など外国人労働者にわかる言語で説明するな
ど、作業手順を理解させていますか。

□
労働災害防止のための指示などを理解できるように、
必要な日本語や基本的な合図を習得させていますか。

□
労働災害防止のための標識、掲示などについて、図解
等の工夫で分かりやすくしていますか。

□
免許を受けたり、技能講習を修了することが必要な業
務に、無資格のままで従事させていませんか。

外国人労働者のためのチェックリスト 

標
識
に
多
言
語
を
記
載 

岩
崎
工
業
株
式
会
社
に
て 
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松
阪
安
衛
月
報 

▶「見た人（はたらくひと）が今日もケガなく安全に働いて帰ろうと思えるイラスト」（共催：松阪労働基準協

会、建設業労働災害防止協会三重県支部松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、

松阪・多気の未就学児から、令和３年７月１日から９月１０日まで募集し、多数のご応募をいただきました。 

 松阪安衛月報では、複数回にわたって、応募作品の一部を紹介します。 
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死
亡
災
害
ゼ
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・
ア
ン
ダ
ー
２
４
０ 

松
阪
＆
多
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自
殺
対
策
で
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
寄
り
添
い
、
関
わ
り
を
通
し

て
「
孤
立
・
孤
独
」
を
防
ぎ
、
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

１
人
で
も
多
く
の
方
に
、
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
（
※
）
と
し
て
の
意
識

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
専
門
性
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
で
き
る
こ
と
か
ら
進
ん

で
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が

自
殺
対
策
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

厚
生
労
働
省
で
は
、
相
談
窓
口
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
、
自
殺
対
策
の

取
り
組
み
な
ど
の
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
ま
と
め
た
サ
イ
ト
「
ま
も

ろ
う
よ 

こ
こ
ろ
」
を
公
開
し
て

い
る
た
め
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

（
※
）
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー 

悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を

か
け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の
こ
と
。 

 
 

石
綿
事
前
調
査
結
果
の 

報
告
が
義
務
化 

令
和
４
年
４
月
１
日
着
工
工
事
か
ら 

建
物
な
ど
の
解
体
・
改
修
工
事
を

行
う
際
に
は
、
従
来
か
ら
石
綿
含
有

建
材
の
使
用
の
有
無
に
関
し
事
前

に
必
ず
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
改
正
石
綿
障

害
予
防
規
則
で
は
、
下
記
の
報
告
対

象
工
事
を
行
う
際
に
は
、
石
綿
含
有

建
材
の
有
無
の
調
査
結
果
を
所
轄

労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

そ
の
報
告
は
原
則
と
し
て
「
石
綿
事

前
調
査
結
果
報
告
シ
ス
テ
ム
」
に
よ

り
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
下
記
の
報
告
対
象
工
事
の

う
ち
①
か
ら
③
の
工
事
に
つ
い
て

は
、
改
正
大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
り

事
前
調
査
の
結
果
を
都
道
府
県
知 

 

３月 

自
殺
対
策
強
化
月
間 

 

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開して
います。（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

事
等
へ
も
同
様
に
報
告
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
「
石
綿
事

前
調
査
結
果
報
告
シ
ス
テ
ム
」
で
は

石
綿
障
害
予
防
規
則
及
び
大
気
汚

染
防
止
法
に
基
づ
く
報
告
を
同
時

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
報
告
対
象
工
事
】
令
和
４
年
４
月

１
日
以
降
に
着
工
す
る
も
の 

①
解
体
部
分
の
床
面
積
が
８
０
㎡

以
上
の
建
築
物
の
解
体
工
事 

②
請
負
金
額
が
１
０
０
万
円
以
上

の
建
築
物
の
改
修
工
事 

③
請
負
金
額
が
１
０
０
万
円
以
上

の
特
定
の
工
作
物
の
解
体
工
事
・

改
修
工
事 

④
総
ト
ン
数
が
２
０
ト
ン
以
上
の

船
舶
の
解
体
工
事
・
改
修
工
事 

「
ま
も
ろ
う
よ 

こ
こ
ろ
」 

Q

R
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
→ 
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アンダー２４０

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
視

認
性
が
悪
い
交
差
点
に
も
要

注
意
で
す
。 

 

新
生
電
子
株
式
会
社
明
和

工
場
で
は
、
通
路
の
交
差
点

に
鏡
を
設
置
し
、
見
え
る
化

を
図
っ
て
い
ま
し
た
。 

        

安
衛
則
第
五
百
四
十
条  

 

事
業
者
は
、
作
業
場
に
通

ず
る
場
所
及
び
作
業
場
内
に

は
、
労
働
者
が
使
用
す
る
た

め
の
安
全
な
通
路
を
設
け
、

か
つ
、
こ
れ
を
常
時
有
効
に

保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

 

普
段
、
何
気
な
く
歩
い
て
い

る
通
路
に
も
、
労
働
災
害
の
危

険
は
潜
ん
で
い
ま
す
。 

 

事
故
の
型
別
で
は
、「
転
倒
災

害
」
が
最
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
当
署
管
内
の
転
倒
場

所
で
最
も
多
い
の
は
「
通
路
」

で
、
３
０
％
を
占
め
て
い
ま
す

（
令
和
３
年
統
計
。
令
和
４
年

２
月
末
現
在
）。 

転
倒
災
害
は
、
床
に
置
か
れ

た
物
に
つ
ま
ず
い
た
り
、
濡
れ

た
床
で
滑
っ
て
発
生
す
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
通
路
や
作
業
床

の
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔

と
い
っ
た
４
Ｓ
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。 通

路
に
潜
む
危
険
は
、
転
倒

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
急
い

で
い
る
と
き
や
気
を
抜
い
て
い

る
と
き
、
通
路
の
曲
が
り
角
で

誰
か
と
激
突
し
そ
う
に
な
っ
た 

新生電子株式会社明和工場の 

交差点に設置された鏡 

R
４
「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー 

２
４
０
松
阪
＆
多
気
」
実
施
要
綱
を
策
定 

 
当
署
で
は
「
三
重
労
働
局
１
３
次
防
計
画
」
を
踏
ま

え
つ
つ
、「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
」
及
び
「
死
傷
者
数
２
４

０
人
未
満
」
の
早
期
達
成
を
目
標
に
「
死
亡
災
害
ゼ

ロ
・
ア
ン
ダ
ー
２
４
０
松
阪
＆
多
気
」
の
各
種
取
組
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
当
署
に
お
け
る
令
和
３
年
の
労

働
災
害
は
令
和
４
年
２
月
末
現
在
、
死
亡
者
数
０
人

（
前
年
同
期
比
４
人
減
）
、
死
傷
者
数
２
４
６
人
（
前

年
同
期
比
２
３
人
減
、
８.

６
％
減
）
と
、
死
亡
災
害

に
つ
い
て
は
目
標
達
成
が
見 

込
ま
れ
、
死
傷
災
害
に
つ
い 

て
も
前
年
よ
り
減
少
が
見
込 

ま
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、 

当
署
管
内
に
お
い
て
も
、
令 

和
２
年
に
死
亡
災
害
が
多
発 

し
、
ま
た
令
和
３
年
の
死
傷 

者
数
に
つ
い
て
も
目
標
と
す 

る
死
傷
者
数
２
４
０
人
未
満 

は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

よ
っ
て
目
標
と
す
る
「
死 

亡
災
害
ゼ
ロ
」
及
び
「
死
傷 

者
数
２
４
０
人
未
満
」
を
達 

成
す
べ
く
、
引
き
続
き
、
各 

種
取
組
み
を
展
開
し
ま
す
。 

参考 

QR コード 

リーフレット 

実施要綱 

※ 新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く。 


